
人と木が繋がれる仕事を目指して�岡
おかうえ

上　洋
ひろし

さん（小坂）

令和４年
（2022年） 792No.

月号44

　クライミングロープを使って高木の先端まで登り、枝や幹を細かく切り下ろしていく洋
さん。ロープワークを駆使し、クレーンなどの重機が入れない現場の支障木を安全に伐採
する『特殊伐採』に魅せられ、専門とする会社で技術を磨いてきました。
　昨年５月に『g

ご も く

omoku g
ぐ み

umi』の屋号で独立し、山林や公共施設、個人宅などで高木の伐
採や剪定を手掛けています。ずっとやりたかった里山の整備や伐採木の利活用、木の生育
を助ける樹木管理にも力を入れているそうです。
　「山形村にはたくさんの山、自然がいっぱいあります。木をもっと好きになり、そして
大切に思えるよう、人と木が繋がれる仕事をしていきたい」と語ってくれました。

（３月23日　松本市安曇の山林にて）

※表紙の写真は撮影のためマスクを外してもらっています。
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『
身
体
の
変
化
』

　

20
代
前
半
の

頃
は
筋
肉
に
張
り

が
あ
り
身
体
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
漲み

な
ぎ

っ

て
い
た
▼
20
代
後

半
に
な
る
と
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
が
伴

わ
な
い
日
が
あ
り
い
つ
も
で

き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
い
日
、

頭
で
は
わ
か
っ
て
い
る
の
に
身

体
が
つ
い
て
こ
な
い
日
が
で
て

き
た
▼
30
代
前
半
に
な
る
と
筋

力
は
20
代
前
半
よ
り
も
パ
ワ
ー

が
つ
き
今
が
一
番
良
い
か
も
と

実
感
し
て
い
た
が
不
摂
生
を
す

る
と
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
整
わ

な
い
日
と
い
う
の
が
現
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
▼
今
ま
で
は
何
を

食
べ
て
も
不
摂
生
し
て
も
影
響

は
出
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
30
代

後
半
に
な
る
に
つ
れ
、
生
活
を

意
識
し
て
い
て
も
筋
肉
の
張
り

が
な
い
日
、
頭
で
わ
か
っ
て
い

て
も
身
体
が
つ
い
て
こ
な
い
感

覚
が
日
に
よ
っ
て
出
て
き
た
▼

20
代
の
動
き
を
維
持
し
た
い
の

で
筋
肉
へ
の
刺
激
や
柔
軟
体
操

で
の
可
動
域
を
維
持
す
る
▼
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
整
え
る
こ
と

が
で
き
た
場
合
に
は
20
代
と
同

じ
動
き
が
で
き
る
が
動
い
た
後

の
反
動
が
大
き
く
で
る
▼
20
代

の
頃
よ
り
筋
力
は
あ
が
っ
て
い

る
？
感
覚
は
あ
る
の
に
瞬
発
力

は
落
ち
て
い
る
。
変
化
が
現
れ

て
く
る
今
後
の
楽
し
み
だ
と
思

う
身
体
の
変
化
。

　

実
施
区
間
は
前
回
と
ほ
ぼ
同
じ

で
、
三
間
沢
川
・
唐
沢
川
・
鳴
音

川
の
下
流
域
を
７
班
に
分
か
れ
て

人
海
戦
術
で
回
り
ま
す
。
河
川
内

は
中
洲
や
枯
れ
草
の
隙
間
な
ど
に

ビ
ニ
ー
ル
袋
や
農
業
用
マ
ル
チ
な

ど
が
絡
み
つ
い
て
い
て
、
参
加
者

は
丁
寧
に
回
収
し
て
堤
防
に
上
げ

て
い
き
ま
し
た
。

　

３
月
20
日
㈰
、
春
の
河
川
清
掃

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
10
月
の

実
施
か
ら
約
半
年
、
今
回
は
春
先

の
砂
嵐
や
強
風
で
河
川
に
吹
き
込

ん
で
し
ま
っ
た
ゴ
ミ
を
回
収
す
る

の
が
主
な
狙
い
で
す
。

　

午
前
９
時
、
役
場
駐
車
場
に
集

合
し
た
の
は
、
み
ど
り
と
環
境
を

守
る
会
の
皆
さ
ん
、
一
般
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
役
場
職
員
を
合
わ
せ
て

約
25
名
。
は
じ
め
に
本
庄
村
長
か

ら
「
想
定
外
の
水
害
を
回
避
す
る

た
め
に
流
域
治
水
と
い
う
考
え
方

が
あ
り
ま
す
。
出
来
る
こ
と
を
少

し
ず
つ
で
も
や
っ
て
い
き
た
い
」

と
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
住
民
課

の
中
川
課
長
か
ら
詳
細
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
、
明
ら
か
に
風
で
運
ば
れ

た
モ
ノ
で
は
な
い
不
法
投
棄
物
も

散
見
さ
れ
、
参
加
者
を
愕
然
と
さ

せ
る
場
面
も
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

粘
り
強
く
作
業
を
進
め
る
こ
と

２
時
間
。
続
い
て
各
班
は
役
場
駐

車
場
に
戻
り
、
ゴ
ミ
の
分
別
を
行
い

ま
し
た
。
結
果
、
可
燃
ゴ
ミ
２
５
０

㎏
、
不
燃
ゴ
ミ
１
１
０
㎏
が
回
収
さ

れ
ま
し
た
。

　

わ
ず
か
半
年
で
こ
れ
だ
け
の
重

量
の
ゴ
ミ
が
河
川
に
溜
ま
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
は
衝
撃
で
す
。

　
「
ず
く
出
し
て
」
シ
リ
ー
ズ
は
、

今
後
も
定
期
的
に
実
施
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

Ｙ（
や
ま

が
た
）ふ
る

さ
と
レ
ン

ジ
ャ
ー
隊

（
以
下
Ｙ
Ｆ

Ｒ
）の
活
動

２
年
目
の

成
果
を
ま

と
め
た
パ

ン
フ
レ
ッ

ト
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
は『
野
鳥
』を
テ
ー

マ
に
活
動
を
始
め
、
村
内
で
見
ら

れ
る
野
鳥
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
と

し
て
清
水
高
原
な
ど
各
所
で
バ
ー

ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
数
多

く
の
野
鳥
を
観
察
し
ま
し
た
。
ま

た
、
巣
箱
づ
く
り
を
通
し
て
生
息

環
境
に
も
視
野
を
広
げ
た
幅
広
い

活
動
が
で
き
ま
し
た
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
Ｙ
Ｆ
Ｒ
修
了

式
で
隊
員
や
関
係
者
に
配
布
さ
れ

る
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
中
止

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
『
村
の
天
然
記
念
物
』、『
野
鳥
』

に
続
く
令
和
４
年
度
の
テ
ー
マ
は

何
に
な
る
か
今
か
ら
楽
し
み
で

す
。

　６月18日㈯に開館予定のＢ＆Ｇ海洋セン
ターのプール監視員を募集します。経験の有
無は問いません。一緒にプールの安全を守っ
てくれる方を募集します。

内　容：プールの受付、監視、清掃　ほか
期　間：６月18日㈯～９月３日㈯
　　　　※ 事前に３時間程度の救命講習を実

施を予定しています。
時　間：午前９時～午後５時（シフト制）
　　　　※ 平日のみ、休日のみ、午前・午後

のみなどご相談ください。
時　給：890円
　　　　（通勤距離２㎞以上の場合は別途通勤 
　　　　手当あり）
資　格：高校生以上の方
申　込：５月23日㈪までに教育委員会
　　　　（☎0263-98-3155）へご連絡ください。

　　　   海洋センター
プール監視員大募集‼

見
下
ろ
せ
ば　
渡
る
河
川
は　
ゴ
ミ
ば
か
り
…

　
　
　
　
　
　
　
　
ず
く
出
し
て 

春
の
大
河
川
清
掃

Ｙや
ま
が
たふ
る
さ
と
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
第
２
弾
完
成
‼

河川清掃の様子

回収ゴミの分別
分別後の不燃ゴミ
（金属類）

分別後の可燃ゴミ

※ 
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
村
内
の
公

共
施
設
で
入
手
で
き
ま
す
。
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令
和
３
年
度
も
コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
コ

ロ
ナ
に
終
わ
り
ま
し
た
。
10
周
年
の
図

書
館
ま
つ
り
を
盛
大
に
開
催
で
き
た
こ

と
が 

＂奇
跡
＂に
思
え
ま
す
。

　

ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
が
適
用

さ
れ
る
ほ
ど
状
況

が
悪
化
し
、
図
書

館
は
２
月
１
日
か

ら
入
館
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。
貸
出
冊

数
を
無
制
限
、
貸

出
期
間
を
４
週
間

に
延
長
し
、
書
架

の
本
が
パ
タ
パ
タ

倒
れ
る
ほ
ど
借
り

て
い
た
だ
き
ま
し

た
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
電
話
で
予
約

『
図
書
館
の
い
ま
』

�

～
令
和
３
年
度
を
総
括
～

い
た
だ
き
、
入
り
口
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
お
す

す
め
の
本
を
並
べ
た
り
、
リ
ク
エ
ス
ト

を
お
聞
き
し
、
館
内
の
本
を
集
め
て
提

供
し
た
り
と
工
夫
を
重
ね
ま
し
た
。

　

細
ぼ
そ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
休
館

す
る
こ
と
な
く
皆
さ
ん
に
本
を
渡
し
続

け
た
結
果
、
昨
年
度
よ
り
利
用
を
伸
ば

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
は
、『
お
は
な
し
の
会

こ
ぐ
ま
』、『
ぶ
っ
く
か
ふ
ぇ
』を
再
開
、

図
書
館
イ
ベ
ン
ト
も
い
ろ
い
ろ
企
画
し

て
い
ま
す
。
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

２
月
１
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
、

２
ヶ
月
近
く
入
館
で
き
な
か
っ
た
期
間

に
、
図
書
館
に
は
新
着
本
が
３
０
０
冊

以
上
入
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
目
に
触

れ
る
こ
と
な
く
、
寂
し
く
棚
を
埋
め
て

い
ま
し
た
。
普
段
な
ら
こ
こ
の
棚
か
ら

借
り
ら
れ
て
、ス
カ
ス
カ
が
常
な
の
に
。

　

３
月
24
日
か
ら
入
館
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
を
機
に
、
話
題
に
な
っ
た
本

『
コ
ロ
ナ
の
時
代
の
僕
ら
』（
パ
オ
ロ
・

ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ　

早
川
書
房
）
を
も

じ
っ
た
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
テ
ー
マ
展

示
を
し
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
の

多
く
は
、
入
館
す
る
と
ま
ず
こ
の
棚
を

チ
ェ
ッ
ク
。
気
に
な
る
本
を
何
冊
も
か

か
え
、
ご
満
悦
の
様
子
に
う
れ
し
く
な

り
ま
す
。
自
分
の
目
で
見
て
手
に
取
っ

て
吟
味
し
て
…
こ
れ
が
本
選
び
の
醍
醐

味
で
す
ね
。

　

令
和
３
年
度
に
新
し
く
入
っ
た
本
を

リ
ス
ト
に
し
配
布
し
て
い
ま
す
。
気
に

な
っ
て
い
な
が
ら
読
み
残
し
た
本
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

４
月
７
日
、
１
月
か
ら
お
休
み
し
て

い
た『
お
は
な
し
の
会
こ
ぐ
ま
』を
再
開

し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
４

組
の
親
子
が

参
加
。
３
ヶ

月
会
わ
な

か
っ
た
だ
け

で
子
ど
も
た

ち
は
お
し
ゃ

べ
り
が
達
者

に
な
り
、
ま

ね
っ
こ
も
上
手
。
手
遊
び
、
わ
ら
べ
う

た
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
楽
し
み
ま

し
た
。
親
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
た
と
喜

ば
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
日
程
は
生
涯
学
習
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。
直
接
図
書
館
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

〈
お
す
す
め
新
着
本
紹
介
〉

『
そ
の
日
ま
で
』�瀬
戸
内
寂
聴（
講
談
社
）

　

２
０
２
１
年
に
亡

く
な
っ
た
寂
聴
さ
ん

最
後
の
作
品
。
99
歳

ま
で
現
役
作
家
と
し
て
ペ
ン
を
ふ
る
っ

た
著
者
が
、自
ら
の
老
い
に
向
き
あ
い
、

『
そ
の
日
』を
み
つ
め
て
綴
っ
た
自
伝
的

エ
ッ
セ
イ
で
す
。

『
ス
リ
ル
ラ
イ
フ
』

�

新
庄
剛
志（
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
）

　

派
手
で
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ

な
イ
メ
ー
ジ
の
新
庄
さ

ん
。
奇
想
天
外
な
言

動
に
隠
さ
れ
た『
人
生
哲
学
』に
思
い
が
け

な
い一
面
を
垣
間
見
た
気
が
し
ま
す
。
日

本
ハ
ム
の
新
監
督
に
就
任
。
動
向
に
注
目

し
た
い
人
で
す
。

『
サ
イ
レ
ン
カ
ー
ず
か
ん
』

�

小
賀
野
実
監
修（
成
美
堂
出
版
）

　

消
防
車
や
救
急
車

な
ど
、
事
故
や
事
件
、

災
害
時
に
出
動
す
る

車
両
を
集
め
た
図
鑑
で
す
。
図
書
館
の

乗
り
物
関
連
の
本
は
子
ど
も
た
ち
に
大

人
気
で
す
。

『
こ
ん
と
ご
ん
』�

早
川
純
子（
福
音
館
）

　
「
そ
ろ
そ
ろ
あ
る

く
」「
ぞ
ろ
ぞ
ろ
あ
る

く
」。
濁
点「
ﾞ
」が
あ

る
か
な
い
か
で
、
お
な

じ
文
章
が
全
く
違
う
世
界
に
な
っ
て
し
ま

う
、
ゆ
か
い
な
こ
と
ば
遊
び
の
絵
本
で
す
。

＊４月23日㈯～５月12日㈭
こどもの読書週間企画
『今年も走ろう、読書マラソン2022』
　８年目の読書マラソン。今年も全11
コースを用意しました。
　どこでもドアコースは完全リニューア
ルしました。どのコースも魅力的なライ
ンナップです。
　リストの本を借りて読んだらシールを
貼ります。全部の本にシールが貼れたら
完走です。完走賞と宝箱を開ける権利を
差し上げます。
　好きなコースを好きなペースで走ろう。
　村図書館と学校図書館共催。どちらに
も専用コーナーがあります。
　リストは図書館ホームページにもアッ
プしています。

『
コ
ロ
ナ
の
時
代
の
不
運
な

�

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
ら
』を
展
示

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
　
　
新
着
本

57

今和３年度　蔵書数　図書34,865冊　CD・DVD1,164点
利用登録者　4,102人（村内 3,539人　村外 563人）

令和２年度 令和３年度 前年度比
貸出冊数 31,514冊 38,139冊 121％
貸出人数 8,764人 10,105人 115％
入館者数 9,474人 11,504人 121％

『
お
は
な
し
の
会
こ
ぐ
ま
』再
開
！
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◇
区
長（
新
任
）

上
大
池　
　
　
　
　

瀬
川　

秀
利

小　

坂　
　
　
　
　

笹
川　

光
夫

上
竹
田　
　
　
　
　

青
沼　

永
葊

 

◇
山
形
保
育
園
保
護
者
会

会　

長　
　
　
　
　

上
條　

恵
理

副
会
長　
　
　
　
　

宮
城　

千
鶴

書　

記　
　
　
　
　

峯
山　

晴
美

会　

計　
　
　
　
　

福
嶋
か
れ
ん

幹　

事　
　
　
　
　

北
川　

幸
恵

　

〃　
　
　
　
　
　

渡
辺　

麻
衣

支
部
長（
上
大
池
）　

中
村　

千
香

　

〃　
（
中
大
池
）　

上
條　

美
紀

　

〃　
（
小　

坂
）　

三
上　

侑
人

　

〃　
（
下
大
池
）　

関
山　

菜
穂

　

〃　
（
上
竹
田
）　

安
藤　

雄
哉

　

〃　
（
下
竹
田
）　

百
瀬　

朋
実

 

◇
山
形
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会　

長　
　
　
　
　

小
林　
　

徹

副
会
長　
　
　
　
　

塩
原　
　

忍

　

〃　
　
　
　
　
　

中
川　
　

舞

会　

計　
　
　
　
　

上
條　

美
香

　

〃　
　
　
　
　
　

德
竹　

直
子

監　

事　
　
　
　
　

籠
田　

利
紀

　

〃　
　
　
　
　
　

中
川　

美
香

支
部
長（
上
大
池
）　

上
條　

英
康

　

〃　
（
中
大
池
）　

久
保　

朝
美

　

〃　
（
小　

坂
）　

佐
々
木
麻
美

支
部
長（
下
大
池
）　

小
林　

弘
和

　

〃　
（
上
竹
田
）　

村
上　

友
子

　

〃　
（
下
竹
田
）　

山
本
奈
保
子

広
報
部
長　
　
　
　

上
野　
　

恵

教
養
部
長　
　
　
　

唐
沢
め
ぐ
み

施
設
部
長　
　
　
　

犬
浦　

寛
明

生
活
指
導
部
長　
　

野
口　

詩
穂

学
級
部
長　
　
　
　

渡
邉　

路
子

 
◇
小
学
校
に
迎
え
た
先
生

校　

長

（
宗
賀
小
よ
り
）　　

大
池　

昌
弘

 （
今
井
小
よ
り
）　　

一
之
瀬
敏
夫

（
洗
馬
小
よ
り
）　　

熊
谷　

園
子

（
信
大
附
属
松
本
小
よ
り
） 

島
田
英
一
郎

（
塩
尻
東
小
よ
り
）　

内
藤
な
つ
子

（
宗
賀
小
よ
り
）　　

松
田　

千
恵

（
花
田
養
護
学
校
よ
り
） 

宮
澤　

史
生

（
木
曽
楢
川
小
よ
り
） 

山
下　
　

同

 

◇
鉢
盛
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

�

（
山
形
村
関
係
分
）

副
会
長　
　
　
　
　

春
日　
　

仁

幹　

事　
　
　
　
　

上
條　

良
子

監　

事　
　
　
　
　

市
川　

美
香

顧　

問　
　
　
　
　

百
瀬　

武

支
部
長（
上
大
池
）　

石
田　

志
乃

　

〃　
（
中
大
池
）　

宮
川　

恵
美

　

〃　
（
小　

坂
）　

佐
野
か
お
り

　

〃　
（
下
大
池
）　

佐
野　
　

学

支
部
長（
上
竹
田
）　

友
森　
　

梓

　

〃　
（
下
竹
田
）　

横
山
み
づ
ほ

 

◇
中
学
校
に
迎
え
た
先
生

（
山
辺
中
よ
り
）　　

荒
井　

洋
光

（
芳
川
小
よ
り
）　　

上
田　

美
幸

（
松
島
中
よ
り
）　　

大
谷　

芳
仁

（
飯
田
市
立
緑
ヶ
丘
中
よ
り
） 

代
田　

裕
也

（
新
規
採
用
）　　
　

平
野　
　

学

（
高
綱
中
よ
り
）　　

丸
山
由
紀
恵

（
名
古
屋
市
立
南
養
護
学
校
よ
り

） 

山
田　

紗
織

（
新
規
採
用
）　　
　

山
本
千
英
子

（
新
規
採
用
）　　
　

丸
山
由
加
利

（
新
規
採
用
）　　
　

藤
原　

亜
矢 

（
新
規
採
用
）　　
　

福
﨑
ゆ
か
り

（
新
規
採
用
）

　
　

ダ
ン
カ
ン
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

 
◇
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

委
員
長（
小　

坂
）　

佐
藤　
　

岳

 

上
大
池　
　
　
　
　

上
田　

敏
和

中
大
池　
　
　
　
　

長
瀨　

靖
志

小　

坂　
　
　
　
　

佐
々
木
麻
美

下
大
池　
　
　
　
　

小
林　

弘
和

　

〃　
　
　
　
　
　

上
条　

由
那

上
竹
田（
新
任
）　　

宮
澤　
　

輝

下
竹
田　
　
　
　
　

百
瀬
枢
実
枝

　

〃　
　
　
　
　
　

田
口　

克
広

　

４
月
か
ら
編
集
部
員
の
一
人
に

入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
中
大
池

区
の
荻
上
慶
で
す
。
山
形
村
に
移

入
し
て
10
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

館
報
の
活
動
を
通
し
て
、
ま
だ
見

ぬ
村
の
魅
力
に
触
れ
た
り
、
素
晴

ら
し
い
方
が
た
に
お
会
い
で
き
た

り
す
る
こ
と
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い

ま
す
。
取
材
も
編
集
も
不
慣
れ
で

す
が
、
丁
寧
に
、
一
つ
一
つ
楽
し

み
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
温
か
く
迎
え
入
れ
て
下

さ
っ
た
村
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も

ご
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
編
集
部
員
に
加
え
て

い
た
だ
き
ま
す
上
竹
田
中
村
連
絡

班
の
清
原
で
す
。
40
年
前
の
４
月
、

故
郷
を
離
れ
る
と
き
館
報
の
編
集

に
関
わ
れ
る
な
ど
想
像
し
て
い
な

か
っ
た
で
す
。
公
民
館
報
縮
刷
版

を
基
に「
鉢
盛
中
学
開
校
10
年
」を

必
修
ク
ラ
ブ
で
調
べ
た
こ
と
を
思

い
出
し
て
お
り
ま
す
。
予
期
し
な

か
っ
た
巡
り
合
わ
せ
に
30
余
年
の

「
空
白
を
埋
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
け
れ
ど
、
山
形
村
の
今
を
観
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
」
と
希
望

を
抱
い
て
お
り
ま
す
。

　

毎
月
発
行
さ
れ
て
い
る
館
報
が
ど

う
や
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
か
一
度
見
学

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
会
場
に
行
く
の
は

ち
ょ
っ
と
…
と
い
う
方
も
大
丈
夫
！
オ

ン
ラ
イ
ン
見
学
も
可
能
で
す
よ
。

お
問
い
合
わ
せ　

山
形
村
公
民
館

（
☎
０
２
６
３
‐
98
‐
３
１
５
５
）

　

館
報
の
編
集
風
景

　
　
　
　
　

見
て
み
ま
せ
ん
か
？

山
形
村
公
民
館

新
編
集
部
員
紹
介荻

おぎうえ

上　慶
けい

（中大池）

清
きよはら

原　義
よ し お

雄
（上竹田）

人
の
動
き

（
敬
称
略
）

春
和
景
明
～
春は
る

は
和や
わ

ら
ぎ
景け
い

は
明あ
き

ら
か
な
り
～

�

新
た
な
出
会
い
は
、
山
形
村
の
明
日
を
拓
く
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病
気
は
す
で
に
回
復
し
て
い
ま

す
が
、
体
力
に
不
安
が
あ
る
お
子

さ
ん
を
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内

に
あ
る
病
後
児
保
育
室
で
看
護
師

が
体
調
を
見
守
り
な
が
ら
保
育
を

行
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
風
邪
や
胃

腸
炎
、
中
耳
炎
な
ど
の
病
後
や
骨

折
の
お
子
さ
ん
が
利
用
さ
れ
て
お

り
、
保
護
者
が
安
心
し
て
子
育
て

と
就
労
を
両
立
で
き
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
で
は
２
～
３
日
に
１

人
と
い
う
頻
度
で
利
用
数
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降

か
ら
は
、
登
園
の
自
粛
期
間
が
あ
っ
た
こ
と
や
体
調
が
優
れ
な
い

と
き
は
自
宅
で
療
養
す
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
利
用
数
は
減
少
し

ま
し
た
。
病
後
児
保
育
が
必
要
な
ご
家
庭
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
ご
相
談
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

　

病
気
は
ま
だ
回
復
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
仕
事
な
ど
の
理
由
に
よ

り
家
庭
で
お
世
話
が
で
き
な
い
お
子
さ
ん
を
預
か
る
病
児
保
育
も

利
用
で
き
た
ら
良
い
と
い
う
保
護
者
の
声
も
以
前
か
ら
聞
い
て
お

り
ま
し
た
。
病
後
児
保
育
に
比
べ
、
設
備
や
体
制
の
整
備
が
容
易

で
な
い
た
め
村
内
で
は
難
し
い
状
況
で
し
た
が
、
４
月
１
日
よ
り

松
本
市
が
実
施
し
て
い
る
病
児
保
育
に
山
形
村
に
お
住
ま
い
の
家

庭
も
利
用
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
保
護
者
の
皆
さ
ん
の

声
を
聞
き
な
が
ら
利
便
性
や
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
整
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　草木の芽吹きとともに保育園や小学校など新たな環境での生活をスタートした子
どもたち。その姿を晴れやかな気持ちで見送る一方、保護者の皆さんの中には我が
子が体調を崩した時、どうしたらよいのか戸惑った経験はないでしょうか。「病み上
がりで無理をさせたくないけれど、仕事を長く休めない」そんな時、保育園や小学校
に復帰する前に少人数でゆったりと保育を行う『病後児保育』があります。平成30年
７月より子育て支援センター『すくすく』内に開設された当事業について紹介します。

　

子
ど
も
が
不
調
の
時
は
、

精
神
的
に
も
経
済
的
に
も

不
安
に
な
り
ま
す
ね
。
病

後
児
保
育
、
病
児
保
育
は

核
家
族
や
共
働
き
家
庭
の

増
加
を
背
景
に
、
保
護
者

の
子
育
て
と
就
労
の
両
立

を
下
支
え
す
る
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
病

気
の
再
発
を
防
ぎ
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
も
安
心

し
て
復
帰
で
き
る
な
ど
の

利
点
が
あ
り
、
今
後
も
活

用
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

山
形
村
の
病
後
児
保
育
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
課
堤
つ
つ
み 

岳た
け
し志
課
長
に
聞
く

↑

子育て支援センター
『すくすく』

☎0263-98-5600
（午前8時30分から午後5時まで）

�

こ
の
４
月
か
ら『
病
児
保
育
』の
利
用
も
始
ま
り
、

�

支
援
が
ま
す
ま
す
拡
充
さ
れ
ま
し
た
ね
。

�

ど
の
く
ら
い
の
利
用
者
が

�

い
ま
す
か
？

�

病
後
児
保
育
と
は
ど
う
い
っ
た

�

場
所
で
す
か
？

病後児保育室in『すくすく』

詳しくはQRコードより村のホームページをご覧ください。

お問い合わせ

病後児保育と病児保育の利用案内
病後児保育 病児保育

対象児童

病気が治癒し、回復期にある。
生後６ヶ月から小学校６年生まで。
保護者が村内在住または村内に勤
務しており、仕事などで、家庭で
の保育が困難であること。

病状の急変は見られないが、回復
期に至らない。
生後５ヶ月から小学校３年生まで。
保護者が仕事などで、家庭での保
育が困難であること。

利用日 月曜日から金曜日
（土・日・祝日・年末年始は休み）

月曜日から金曜日
（施設により利用日が異なります）

利用時間 午前８時から午後６時まで 午前８時から午後６時まで

実施施設
〈山形村の施設〉
子育て支援センター『すくすく』内
病後児保育室

〈松本市内４カ所の施設〉
相澤病院3階病児保育室『ひだまり』
梓川診療所病児保育室『ハイジ』
丸の内病院病児保育施設『わかば』
まつもと医療センター病児保育室
　　　　　　　 『ひまわりハウス』

利用方法 前日までに、子育て支援センター
へ電話で予約をしてください。

前日までに、ご利用希望の施設に
電話で予約をしてください。

正面玄関の左側にあるドアか
ら中に入ります。

病後児保育担当

山口里
さとみ

美看護師

子育てガイドブックが
できました
妊娠・出産・子育てに関する支援や
行政サービス、相談窓口の情報が
１冊にまとまりました。『すくすく』
で入手できます！

興味のある活動を行ったり、午
ごすい

睡用
よう

に仕切られた部屋で休むこともでき
ます。

　なるべく家庭にいる時
と同じように過ごすことが
できるよう心掛けていま
す。体調管理面では、換
気を心掛け、よく眠れて
いるか、機嫌は良いか、
水分はとれているかを配
慮しています。

※事前に登録が必要です。児童の状況により利用できないことがありますので、予約時に確認してください。
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お
　
め
　
で
　
た
　（
子
・
親
）

 

横
水
　
彩あ
や

　
凪な  

・    

彰 

下
竹
田

 

　

 　
　

  

初
美

 

竹
田
　
伎き

世よ

雅ま
さ  

・  

雅
英 

中
大
池

 

　

 　
　
　

  

紋

本
庄
　
京
子  

・  

95
歳 

上
大
池

松
村
多

美  

・  

96
歳 

上
竹
田

務
䑓
　
　
京  

・  

94
歳 

上
大
池

百
瀬
き
と

  

・  

94
歳 

小
　
坂

唐
沢
　
勝
子  

・  

83
歳 

上
竹
田

上
條
　
澄
子  

・  

87
歳 

中
大
池

お
　
く
　
や
　
み

出会いと別れの季節
～卒業（園）・入学（園）特集～

　コロナに負けず卒業生全員
が卒業証書を受け取りました。
卒業おめでとう。

　卒園児13名が緊張し
た表情で、卒園証書を
受け取りました。

　新入園児７名の入園を祝う式
と、在園児の進級をお祝いしま
した。

　ピカピカの１年生が、元気いっぱいに入学してきました。これか
ら学校目標の『なかよく・かしこく・たくましく』に向けて、みんな
と山形小学校で楽しく過ごしてほしいです。

　コロナの影響で在校生は各教室でリモートでの参加となりまし
たが、心のこもったあたたかい式となりました。友人や恩師との別
れを惜しむ姿が印象的でした。

　ミラ・フード館で予定してい
ましたが感染拡大による休館
のため中学校で開催されまし
た。３年生にとって在校生と
歌う最後の機会となり、心に
残るコンサートになりました。

　厳かな雰囲気の
中、真新しい制服
を纏った新入生が
緊張した面持ちで
式典に臨みました。
　中学校生活３年
のスタートです。

　保育園で過ごす最後の日
は、自信に満ち溢れ、一人
ひとりが笑顔で保育証書を
受け取ることができました。

　年少組の子どもた
ちと保護者の方が、
落ち着いた雰囲気の
中で式に参加し、穏
やかに新 年 度 が ス
タートしました。

～合唱部ラストコンサート～

～卒業式～

～卒業式～

～卒園式～

～卒園式～

～はじめの会～

～入園式～

～入学式～

～入学式～

168名卒業（山形村99名）

66名卒業

13名卒園

58名卒園

7名入園

51名入園

75名入学

121名入学（山形村65名）

鉢盛中学校

やまのこ
保育園

山形保育園

山形小学校

※
山
形
小
学
校
１
年
生
の
入
学
特
集
は
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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庭
の
状
況
を
見
な
が
ら
「
で
き
る
こ

と
を
で
き
る
範
囲
で
」
と
い
う
の
が

前
提
と
な
り
ま
す
が
、
過
去
２
年
間

の
経
験
を
踏
ま
え
、
ま
た
会
員
皆
さ

ま
や
地
域
の
方
々
の『
知
恵
』を
お
借

り
し
な
が
ら 

＂コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
こ
と
＂
こ
れ
ま
で
の
事
業

を
見
直
す
良
い
機
会
と
捉
え
新
し
い

形
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て

「
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
は
参
加
し
づ

ら
い
」と
い
う
声
を
お
聞
き
し
ま
す
。

実
際
、
私
も
役
を
引
き
受
け
る
前
は

そ
の
よ
う
な
考
え
で
し
た
。
今
ま
で

以
上
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
や
小
学
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
情
報
発
信

を
し
な
が
ら
関
わ
り
や
す
い
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動『
み
ん
な
で
つ
く
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
』で

あ
る
と
と
も
に『
楽
し
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
』で

あ
り
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
私
ご
と
で
す
が
、
今
年
度 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
他
に
も
う
一
つ
、
少

年
野
球
の
保
護
者
会
長
と
い
う
大
役

を
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
。
両

立
で
き
る
か
不
安
し
か
あ
り
ま
せ
ん

が
、
で
も
せ
っ
か
く
や
る
か
ら
に
は

１
年
間「
楽
し
ん
で
行
こ
う
ぜ
！
」と

い
う
こ
と
で
新
庄
剛
志
ビ
ッ
グ
ボ
ス

の
考
え
た
６
カ
条 

＂発
信  

笑
顔  

感

謝  

楽
し
む  

準
備  

自
ら
や
る
＂
を

胸
に
頑
張
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

 　

こ
の
度
、
令
和
４
年
度
の
山
形

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
小
坂
の
小
林
と
申
し

ま
す
。
私
も
平
成
元
年
山
形
小
学
校

卒
業
生
で
す
。
昭
和
61
年
の
在
校
時

に
山
形
小
学
校
は
開
校
１
０
０
周
年

を
迎
え
、
そ
の
記
念
事
業
と
し
て
正

門
か
ら
入
っ
て
右
側
の
所
に
あ
り
ま

す『
な
か
よ
し
』の
像
が
建
て
ら
れ
ま

し
た
。
そ
ん
な『
な
か
よ
し
』の
像
を

先
日
久
し
ぶ
り
に
じ
っ
く
り
見
て
ま

い
り
ま
し
た
が
像
の
裏
に
は
何
て

書
い
て
あ
っ
た
か
。『
美
し
い
緑
と　

豊
か
な
大
地
に　

恵
ま
れ
た　

子
供

た
ち
よ　

仲
睦
ま
じ
く　

助
け
合
い　

共
に
栄
え
ん
』
昔
も
今
も
変
わ
ら
ず

こ
の
村
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
へ
贈
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
し
ょ
う
。
卒
業
し
て

か
ら
34
年
、
歴
史
あ
る
山
形
小
学
校

に
こ
の
よ
う
な
形
で
関
わ
る
こ
と
に

な
る
と
は
夢
に
も
思
っ
て
お
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

流
行
し
て
３
年
目
。
依
然
と
し
て
終

息
が
み
え
ず
２
月
に
は
山
形
小
学
校

で
も
学
級
閉
鎖
に
な
る
な
ど
学
級
活

動
ま
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
制
限
さ
れ
て

い
る
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
罹

患
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
関
係
者
の
皆
さ

ま
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
状
況
と
学
校
活
動
、
家

“発信  笑顔  感謝  楽しむ 準備
 自らやる”６カ条
令和４年度
　　山形小学校ＰＴＡ会長　小林　徹

とおる

 （小坂）

　

４
月
１
日
㈮
、
山
形
村
消
防
団

の
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

役
場
の
庁
舎
内
で
村
長
よ
り
本

庄
富と
み
お雄
新
団
長（
上
大
池
）へ
の
辞

令
交
付
を
行
い
、
本
庄
団
長
か
ら

中
川
英ひ
で
き樹
副
団
長
（
小
坂
）、
分
団

長
へ
も
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
役
場
の
駐
車
場
で

副
分
団
長
を
は
じ
め
分
団
班
長
と

新
入
団
員
11
名
へ
辞
令
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。 

緊
張
感
の
あ

る
雰
囲
気
の

中
、
今
年
度

の
消
防
団
活

動
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

４
月
３
日
㈰
に
予
定
さ
れ
て
い

た
消
防
団
全
体
の
春
季
総
合
訓
練

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
た
め
中
止
に
な
り
、
今
回
は

各
分
団
単
位
で
の
活
動
に
な
り
ま

し
た
。

　

取
材
を
し
た
中
大
池
、
小
坂
各

分
団
で
は
、
新
入
団
員
も
加
わ
り

今
年
度
初
め
て
の
活
動
と
い
う
こ

と
で
、
皆
さ
ん
真
剣
な
表
情
で
活

動
し
て
い
ま
し
た
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

で
は
消
防
団
員
の
心
得
や
出
動
の

注
意
事
項
を
確
認
し
、
設
備
点
検

で
は
消
火
栓
や
ホ
ー
ス
、
水
利
の

位
置
や
損
傷
な
ど
の
確
認
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
小
型
ポ
ン
プ
の

操
作
方
法
も
改
め
て
確
認
し
て
い

ま
し
た
。

　

日
頃
の
消
防
団
の
活
動
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

消
防
団
辞
令
交
付
式

消
防
団
分
団
訓
練・設
備
点
検

消防団の出動基準が変わります

　令和４年６月１日㈬から山形村消防団の出動
基準が変わります。今までは建物火災が発生し
た場合は全分団が出動でしたが、村内を半分（３
地区）に分けて出動になります。
●上大池・中大池・小坂で火災
　→上大池・中大池・小坂分団が出動
●下大池・上竹田・下竹田で火災
　→下大池・上竹田・下竹田分団が出動
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2022.４ 館報やまがた

　元気いっぱい、やる気いっぱいの小学校生
活が始まりました。子どもたちと一緒に、わ
かる楽しさ・みんなと過ごす楽しさ・考える
楽しさを味わえるようにがんばります。よろ
しくお願いします。

　元気いっぱいの１年生と出会えて嬉しい気
持ちでいっぱいです。かわいい子どもたちと
一緒に、いろいろなことに挑戦していきたい
と思います。楽しい日々が送れるようにがん
ばっていきたいと思います。よろしくお願い
します。

　明るく元気な１年生のみなさんと一緒に考
え、学び、遊んでたくさんの思い出を作って
いきたいと思います。子どもたちに負けない
ように、精いっぱいがんばります。よろしく
お願いします。

　学校のシンボルであるシダレザクラがつぼみを大きく膨らませてさわやかな風が吹き抜ける中、山形小学校の
入学式が行われました。今年の１年生は75人です。ピカピカの大きなランドセルに期待をいっぱい詰めこんで、
小学校生活のスタートを切りました。式の間は少し緊張した様子が見られた子もいましたが、教室に戻るとどの
子も喜びいっぱいの笑顔を見せてくれました。山形小学校で、楽しく充実した毎日を過ごしてほしいと思います。

担任

清
し み ず

水　香
か よ

代 先生

担任

加
か と う

藤　周
ち か こ

子 先生

担任

丸
まるやま

山　美
み ほ

穂 先生

1年１組

1年２組

1年３組

山形小学校山形小学校
2022年４月11日撮影




